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新規燃料候補の取扱いについて



⚫第83回調達価格等算定委員会において、業界団体から新規燃料として要望のあったバ
イオマス種のうち、非可食かつ副産物であると確認できているものについては、2023年度か
らFIT/FIP制度においてバイオマス発電の新規燃料として認めるべきとの意見が出された。

⚫ また、稲わら・麦わら・籾殻については、食料生産への影響をふまえた継続議論を行うことと
された。

⚫上記を踏まえ、本日は、農林水産省より、稲わら・麦わら・籾殻についてヒアリングを行いた
い。

⚫非可食かつ副産物であると確認できているもの以外の新規燃料候補については、食料競
合に関する国内外の議論の動向や他用途の燃料需要の動向も注視の上、必要に応じて
本WGにおいて個別に検討することとされた。

⚫ 2023年度から追加となる新規燃料について、まずは実際の活用状況等の動向を注視す
るとともに、更なる検討に向けて他用途の燃料需要の動向を的確に把握していくこととして
はどうか。
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（参考）調達価格等算定委員会
「令和5年度以降の調達価格等に関する意見」（関連部分抜粋）
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Ⅲ.分野別事項

5．バイオマス発電

（4） 2023 年度の取扱い（新規燃料の取扱い等）

③ 新規燃料の取扱い

◼ 今年度の本委員会において、業界団体から新規燃料として要望のあったバイオマス種
のうち、非可食かつ副産物であることが確認できているものについては、「一般木質バイ
オマス又は農産物の収穫に伴って生じるバイオマス」として取り扱うこととした。また、同
WG において、ライフサイクル GHG を含む持続可能性基準の確認手段が整理された。
こうした状況をふまえ、新規燃料候補のうち、同 WG から提案のあった燃料については、
2023 年度から FIT･FIP 制度におけるバイオマス発電の新規燃料として認めることと
した。（参考 92）

◼ 引き続き、稲わら・麦わら・籾殻については、食料生産への影響をふまえた継続議論を
行うこととし、また、今回新規燃料として認めるバイオマス種以外のバイオマスについては、
食料競合に関する国内外の議論の動向や他用途の燃料需要の動向も注視の上、必
要に応じてそのバイオマス種の扱いを同 WG において個別に検討することとした。






